
米津 英郎
・静岡県富士宮市立大富士小学校(校長）
・静岡県立大学(非常勤講師）

静岡大教職専門「総合」受講者に学ぶ探究活動の豊かさ

－生活科・総合の原点が問う公教育(公立学校)再構築の道筋(１)－

日本生活科・総合的学習教育学会
第34回全国大会山形大会2015.6.28(土)～29(日)



１ 生活科化する学び

小学校生活科（誕生期）の理念を取り入れた大

学の授業がこれまでにあっただろうか。

・馬居は、大学の授業を生活科化した。

・それは、アクティブラーニングそのもので

あった。



アクティブラーニング

・形式的に対話型を取り入れた授業や特定の指

導の型を目指した技術の改善に留まるもので

はなく、子供たちの質の高い深い学びを引き

出すことを意図するものであり、さらに、そ

れを通してどのような資質・能力を育むかと

いう観点から、学習の在り方そのものの問い

直しを目指すものである。

2024年10月文部科学省(教育課程企画特別部会）



アクティブラーニングとは言い難い。

・形式的に対話を取り入れた授業

・特定の指導の型にはまった授業

・結局、授業者が構想した通りにこどもたちが

活動している

・こどもが授業者に合わせて活動している。

実際の授業



私が考えていた大学の授業

（隔週土曜日午後二コマ）



２ 生活科化した教職専門科目(静岡県立
大学)における実践的研究

(１)実践の概要
①時期

令和５年度後期（2013.10～2014.1）16回授業

②対象
食品栄養科学部の３年生 10名
・栄養生命学科４名(栄養教諭免許取得)

    ・食品栄養科学科４名(高校理科教諭免許取得)
・環境生命科学科２名(高校理科教諭免許取得)

③教職専門科目名
・総合的な学習の時間
・総合的な学習の時間の指導法



・生活科の授業のようだ
（観察参加米津の第一印象）

（２）これが大学の授業なのか？

・授業者の指示がほとんどない
・自由に対話を繰り返す
・変化する学習形態

これは、初期生活科の理念そのものであった。
①環境整備
②引き出し、待つ指導
③学びの価値付け



①環境整備
ア 授業者一人で指導しない

常
時

・講師(馬居)
・支援者(角替・米津・大学院生）

臨
時

・栄養教諭(県内の公立小学校）

・理科教諭(県内の公立高等学校）

・１級建築士･防災士(耐震診断補強相談士）

・動物園飼育士(二児の母、夫は会社員）

・東京大学大学院学際情報学専攻

・企業広報責任者(三児の母。夫は企業）

授業者（馬居と米津）の人間関係による
ゲストティーチャー



イ 多様な活動を保障する教室内の
机・椅子の再配置

資料1-1 定員１３０名の教室



【A】一斉（講義5～10分）
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【B】３チーム別活動
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【C】チーム発表 模造紙 プレゼン
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【D】チーム発表 自由討論
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【LINE開設:トーク履歴積極活用】

②引き出し、待つ指導



【2024/01/03(水) 22:46 馬居】 

令和 6 年能登半島地震のこと、しっかり情
報収集をしてください。過疎の町の巨大地震
に よって何が起こるか。高齢者、移動手段な
し、外からの援助困難、まず必要なのは水と
食料。まさに備 蓄の問題です。どのような食
料を開発したら良いのか。情報収集のアンテ
ナの感度を上げてください



③学びの価値付け
☆LINE提示：チーム別報告書案への書き込み

LINE提示で３チーム共有



【馬居】人数の問題ではない。
・こどもの思いに寄り添い学びを楽しむ
・こどもの学びの環境を整える
・こどもの思いを引き出し、待つ指導
・こどもの言動を価値付ける

（３）なぜ、このような実践を行うことができたのか？

・米津の実践は、４人のこどもが対象であった。

【馬居】生活の理念を基にして、小学校(米津)
の実践を参考にしたからできた。

初期生活科の理念を基にすれば、
誰でも実践できる



バス停がなくなった
ー 小学校第３学年 ー

2013年度 静岡県富士宮市立内房小学校

・児童数 46人
・１年生  11人
・２、３年生   11人（複式：２年生７人・３年生4人）
・４年生 ９人
・５、６年生  15人（複式：５年生７人・６年生８人）

2014年 埼玉大会で発表



一学期の学びより

内房村の村長さんはすごい人だったんだね。

みんなのために、働いたんだね。

ぼくたちも みんなが喜ぶことをしたいね。

そうだ。バス停にベンチをつくろう。

学校前 派出所前 Nさん自宅前



１０月から、本格的に材料を集めてベン
チを作ろうとしていたら・・・・・・。

バス停が
なくなった



交番の前のバス停がなくなったね

いろいろな人に聞いてみると

派出所

郵便局

バスの方がお金がかからないのにね。

寺

さみしいけど仕方がないね。



１ 対象者 内房小

・児童２年生以上

・保護者

・祖父母

２ 期 間 平成25年１１月１１日（月）

～

１１月１５日（金）

アンケート調査 算数の勉強と同じように
集計すればいいんだな。



質問１ 路線バスを利用したことが
ありますか。

多くのおじいちゃん
やおばあちゃんが、
バスを利用していた
ことが分かりました。

赤：ある 
青：ない

子ども 母 おじいあちゃん おばあちゃん父



交通対策課室の話

富士宮市と芝川町が合併するときに、利
用者が少なかったらバスを廃止することに
なっていたんだよ。



ちゃんと記録を残して
いるんだ。

タクシー乗車



パンフレット作り

宮タク （タクシ－）のことをみ
んなに知ってほしいな。



生活科・総合マップ

学校

郵便局

派出所

お寺
ディサービス

・教科書や教室は、地域の

ひと・もの・こと

・校長先生、教頭先生、

先生方、養護、用務員、

他学年の友達、市役所の方、

保護者、地域の方など、す

べての大人が応援者

・総合の時間だけでなく、

朝の会、給食、昼休み、

放課後、休日等、すべて

が活動時間



ありがとうございました。

・初期生活科が授業実践の原点であった。新米教員の頃
初期生活科の理念を基にして、授業実践に夢中で取り
組んだ。

・その後、富士山学習（総合的な学習の時間）に取り組む
ことを通して、初期生活科の理念が見えなくなってきてい
た。

・そんなときに、大学における馬居実践を目の当たりにし
た。生活科化した大学の授業を見ながら、その当時のこ
とを思い出し、過去の実践を振り返ってみた。

・そこには、初期生活科の理念と共に、公教育の未来があ
った。

・このことについては馬居にゆずることとする。
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